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●本日晴れて、岩手保健医療大
学学位記授与式を迎えられた学
部生67名、大学院生５名の皆
様、誠におめでとうございま
す。岩手保健医療大学の教職員
一同および在校生を代表して、
心からお祝い申し上げます。ま
た、卒業のこの日まで皆様を支
え、励ましてこられたご家族や
ご親族の方々のお喜びもひとし
おのことと思います。心からお
祝いを申し上げます。
●2020年初頭から始まった新型
コロナウイルス感染症のパンデ
ミックにより、学部生の皆様は
想定外の不自由な大学生活を余
儀なくされました。２年生の実
習は学内の代替実習になり３・
４年生の領域実習や総合実習の
一部も学内の代替実習になりま
した。それでもこの状況下で実
習や授業などの大学の教育課程
をほぼ予定どおり実施すること
ができたことは、他の地域と比
較すると恵まれていたともいえ
るでしょう。
●とはいえ、制限や不安の多い
厳しいなかで勉学に励み、国家
試験という難関に挑み、卒業と
いうこの日を迎えられましたこ
とは、皆様の毎日の積み重ねの
結果であり、その努力に敬意を
表したいと思います。大学院生
の皆様も授業はほぼ予定通りで
きておりましたが、研究のため
のデータ収集においてご苦労が
あったことと推察いたします。
そのなかで修士論文作成を成し
遂げられたことは大変意義深い
ことであり、皆様の今後に大き
な力となることでしょう。
●学部生の皆様は進学する１名
を除いて、この春から看護師・
保健師となり、職業人として歩
み始めることになります。これ
からは職業人として患者様や利
用者の皆様をケアすることにな
ります。研修制度が義務化さ
れ、新人研修等はそれぞれの職
場で計画されているとは思いま
すが、コロナ禍で実践的な学び
が少なかった分、チームの一員
として仕事をしていくことは相
当大変なことと思われます。先
輩たちも厳しい状況下で元気に
活躍しておりますので、皆様も
本学で学んだことを活かし、自
分自身を活かし、自信をもって
実践の場に臨んでほしいと思い
ます。大学院生の皆様は3名が本
学の専任教員として、2名は臨床
で看護師として今後も活躍する

しょう。もし挫けそうになった
ら、いつでも声をかけてくださ
い。迷ったらいつでも戻ってき
て相談してください。臨床に出
て、もっと勉強したいと思った
ら修了生のように大学院で学び
直す方法があります。私も含め
て本学の教職員一同がいつでも
応援していることを忘れないで
ください。  
●最後になりますが、ロシアの
ウクライナへの軍事侵攻は1年が
過ぎましたが終結の見込みはな
く、さらに厳しい状況になって
います。多くの人々の命が犠牲
になり、まだまだ危険にさらさ
れ続けています。また先日のト
ルコ南部の地震では、いまだか
つて経験したことのない被害が
でています。紛争や自然災害で
は予備力の低い子ども、女性、
老人、障がい者、病人が大きな

被害を受けます。こういった人達
を支え、援けることも私たち看護
専門職者の使命であると思いま
す。  
●自然災害はいつ起こるかわから
ないことですし、戦争の火種はい
つ私たちの生活に襲いかかってく
るかもしれません。常に社会情勢
に目を向けることを忘れないでく
ださい。皆様の今後の人生におい
ても良いことも悪いことも様々な
ことがあると思います。どうぞ、
その時その時を人として看護専門
職者として大切に生きてくださ
い。
●今後の皆さんの活躍をこころか
ら祈念して、学長の式辞といたし
ます。本日は誠におめでとうござ
います。

豊かにしていくうえで、大変貴重
な宝物になりました。  
●今後、研究はこれからが始まり
と捉え、本学のケアスピリットを
もって、それぞれの立場で自分た
ちの果たすべき事を丁寧に考えな
がら、地域社会に貢献できる研究
を推進していけるよう精進して参
ります。
●最後に、これまで私たちを励ま
しながら、辛抱強くご指導下さい
ました濱中学長をはじめとした諸
先生方、応援してくださった大学
職員の皆様、支えてくれた友人や
家族に、修了生一同、心より感謝
申し上げますと共に、皆様のご健
康と岩手保健医療大学の更なるご
発展を祈念し、答辞とさせていた
だきます。

践しなければならないこと等、
自分の思い描く看護ができず悔
しい思いをしたこともありまし
た。しかし、緊張しながらのぎ
こちない援助にも、笑顔で接し
「ありがとう」と声をかけて下
さる患者さんに励まされ、「ど
のような時でも患者さんに寄り
添い、個別性を考えた看護をし
たい」という自分自身の看護観
を深めることができました。４
年間の学びの集大成となる国家
試験では試験日が近づくにつ
れ、日に日に増していく不安や
焦りに押し潰されそうになりま
した。友人と連日演習室を予約
して学修する日々を過ごし、時
には国家試験後に行いたいこ
と、４月から始まる新生活につ
いて夢を語り合うこともありま
した。国家試験対策において、
模擬試験や補講の支援をして下
さった後援会の皆様、学修環境
を整え、親身になって寄り添い
指導してくださった先生方、一
番の味方で応援してくれた家族
のおかげで国家試験に臨むこと
が出来ました。本当に多くの
方々の支えがあったからこそ、
この4年間を乗り越えることがで
きたのだと思います。心から感
謝しております。  
●４年前の入学式で、ここにい
る仲間と出会い、今日まで共に
歩んできました。決して楽しい
ことばかりの大学生活ではあり

●桃の節句も過ぎ、日ごとに春
を感じるこの佳き日に、私達67
名は卒業の日を迎えることがで
きました。本日は第三期卒業生
の為に、ご来賓の皆様、濱中学
長をはじめ諸先生方、保護者の
方々の多数のご出席のもとに、
このような厳粛な式を挙げて頂
き、卒業生一同心より感謝申し
上げます。
●また只今、濱中学長の式辞と
谷藤盛岡市長様、相馬岩手県看
護協会長様からのお祝いと激励
のお言葉を賜りましたことに、
重ねて感謝申し上げます。
●振り返れば、今日に至るまで
の4年間は瞬く間に過ぎていきま
した。これから看護師・保健師
となる私達にとって、意義のあ
る、とても貴重な時間でありま
した。一年次、基礎看護学に
て、ヘンダーソンの「看護の基
本となるもの」を読み、その内
容を一人ひとりが要約する課題
がありました。大学入学後、初
めての大きな課題であり、人間
の基本的欲求及び基本的な看護
ケアについて学び、考えること
ができたとともに、自分自身が
患者さんの為に看護を提供でき
るのだろうかと、これからの学
修や看護学実習に戸惑いや不安
を感じたことを覚えています。
私達3期生は、2年次の実習が新
型コロナウイルス感染症の影響
により、学内実習となり、3年次
の領域別実習が1年ぶりの臨地実
習となりました。放課後も友人
と看護技術の練習に励み実習に
臨みましたが、本当の患者さん
を目の前にし、思いやニーズを
汲み取ること、大学とは違う環
境・物品で安全安楽な看護を実

予定です。皆様の未来が幸多いこ
とを心から願っています。  
●さて、本学で大切にしているこ
とに「ケア・スピリット」があり
ます。自ら進んでケアに向かう姿
勢と定義しています。学部の皆様
は人間尊重と共感的態度の得点が
高かったですね。大学院生の皆様
はケアの社会性、正義・公平性と
向上心の得点が高かったです。相
手の最善を考えて、ケアするに
は、専門的な知識の裏付けと技術
が必要です。「ケア・スピリッ
ト」は生涯かけて完成させていく
ものです。皆様の今後の看護実
践・教育実践の中でさらに進化し
続けるものであり、またそれらを
支えるものにもなると思います。
これからもどうぞ大切にしてくだ
さい。
●哲学者のミルトン・メイヤロフ
のその著書「ケアの本質：生きる
ことの意味」には「人のために
行っている看護という行為が最終
的には看護する人に返ってくるこ
と。看護はその人自身を成長させ
てくれる」という意味の内容が記
されています。私自身も病気のこ
どもやご家族を看護するなかでそ
のことを実感してきました。
●１つエピソードを紹介します。
今から10数年前のことです。難
病のこどもと家族のためのキャン
プの運営・実行委員としてボラン
ティアをしていた時のことです。
医療的なケアが必要な寝たきりで
発語もない12歳のお子様で吸引
等に技術が必要で難しいため私が
担当することになりました。大学
1年生の学生さんも一緒にケアし
ました。その時にお母様から忘れ
られない一言をお聞きしました。
「どんなに経験があっても子ども
を物のように扱う看護師よりも、
新人でもあたたかく声かけ、人と
して接してくれる看護師の方が
ずっといい」という言葉でした。
お母さまのレスパイトとしてゆっ
くり自由な時間を作るためにつ
きっきりでケアしている私たち
に、どうしてそんなことをいうの
か初めはよくわかりませんでし
た。でもよく考えてみたら、ご自
分のお子様を物のように扱った看
護師に出会った辛い体験から出た
言葉であったことに気づきまし
た。同じ看護師として大変申し訳
なく思いました。どんなことが
あっても相手を尊重する姿勢のあ
る看護師であってほしいとの願い
が込められていること、ベテラン
であってもあればこそ、相手の尊

ませんでしたが、一番近くには仲
間の存在がありました。共に笑
い・共に泣いて過ごした日々はか
けがえのない思い出となり、一生
ものの友情を育むことができたと
思います。   
●４月からそれぞれの場所で新た
な一歩を踏み出します。その前途
は決して容易なものではなく、厳
しい試練を受けることもあるかも
しれません。それぞれの道を進む
にあたり、岩手保健医療大学で看
護を実践するために積み重ねた知
識・技術、本学が掲げるケアスピ
リット、仲間と過ごした日々は、
今後、悩みや戸惑いが生じた際の
後ろ盾となり、心の支えとなるこ
とを確信しております。岩手保健
医療大学で学んだ誇りを胸に、自
己研鑽を怠らず、一人の医療者と
して社会に貢献できるよう日々精
進して参ります。
●最後になりましたが、今日まで
熱心にご指導してくださった先生
方、並びに職員の皆様、快く実習
を受け入れて学びの機会を下さっ
た医療施設の皆様、そして陰なが
ら支えてくれた家族、お世話に
なった全ての方々に深く感謝申し
上げます。そして、岩手保健医療
大学の更なる発展をご祈念申し上
げるとともに、本学の卒業生とし
て社会貢献に努めることをお誓い
申し上げ、卒業生代表の答辞と致
します。

厳を守ることがいかに大切であ
るかを再度教えてもらった出来
事でした。このあとも難病や過
酷な状況のなかで生きている多
くの病気の子どもとご家族を看
護させていただきながら、それ
ぞれの方々の人生に大きく関わ
り、人として成長させていただ
く体験をしてきました。「人の
ために行っている看護という行
為が最終的には自分に返ってく
る、自分を看護して成長させて
くれる」この実感を看護実践の
なかで是非味わってください。
皆様がこれからの看護実践を通
して、人として豊かに成長され
ることをこころから願っていま
す。   
●本日皆様は卒業あるいは修了
して本学の同窓生になります。
同じ看護の道を究めていく仲間
として、一緒により良い看護を
目指してさらに歩んで参りま
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●本日は、多くの皆様のご臨席を
賜り、このように盛大な学位記授
与式を催していただき、修了生一
同、心より厚く御礼申し上げま
す。また、只今は、皆様から温か
い励ましのお言葉を賜りましたこ
と、重ねて御礼申し上げます。
●私達は、本学大学院の第一期生
として、それぞれの臨床や教育実
践の場で抱いた疑問や問いに関し
ての研究に取り組むために、本学

         

の看護学研究科へ入学しまし
た。私の臨床経験の中から生ま
れた問いは、現場の看護を良く
していくための看護管理責任者
の認識や行動についてでした。
研究に取り組む過程では、経験
豊富で、研究への真摯な姿勢を
持つ先生方の指導や先生方との
議論を通して、臨床での経験が
どのような意味をもっていたの
かを振り返り、自らの問いに対
する考えを探求することができ

ました。 
●修了生５名は、専攻する学問
領域も様々ですが、それぞれの
研究において、自分の問いに対
する結果を導き出し、全員がま
とめあげ修了することができま
したことは大きな喜びです。こ
れもひとえに、私達の行く道を
照らし、時に、背中をおして激
励しながら、私たちが理解でき
るまで時間をおしまずにご教示
下さった諸先生方、一期生で何
事も前例がなく戸惑う私たちに
対し、働きながらでも学びやす
いようにといつも親身になって
面倒をみてくださった本学の職
員の皆様、そしてかけがえの無
い同期のおかげと感謝しており
ます。
●大学院では、研究の基礎をは
じめ、研究以外でも、その道の
第一線で活躍され高度な学識を
持つ多くの先生方から学ぶこと
ができました。この二年間の学
びでは、うまくいったことも、
うまくいかなかったことも含め
て、学問の面白さとその厳しさ
を実感しました。さまざまな講
義や研修からの学びは、私自身
の看護管理の集大成となっただ
けでなく、これから先の人生を
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